
【小説】 【その他】

銀の夜 角田　光代　　　　 鎌田實の人生図書館 鎌田　實　　　　

お龍のいない夜 風野　真知雄　　　　 本能寺の変の首謀者はだれか 桐野　作人　　　　

京都四条月岡サヨの小鍋茶屋 柏井　壽　　　　 杉原千畝の実像 古江　孝治　　　　

サンクチュアリ 岩城　けい　　　　 自由への手紙オードリー・タン オードリー・タン・語り

Ｓｅｖｅｎ　Ｓｔｏｒｉｅｓ 糸井　重里　　　　 カカ・ムラド～ナカムラのおじさん ガフワラ・原作

チンギス紀　９ 北方　謙三　　　　 蕎麦全書伝 日新舎　友蕎子　　　　

どうしてわたしはあの子じゃないの 寺地　はるな　　　　 マスク老け撃退顔トレ 石井　さとこ　　　　

冬の狩人 大沢　在昌　　　　 志麻さんの台所ルール タサン志麻　　　　

今夜 小野寺　史宜　　　　 １０分でスッキリ！捨てない片づけ 中山　真由美　　　　

私を月に連れてって 鈴木　るりか　　　　 多様性を楽しむ生き方 ヤマザキ　マリ　　　　

青春とは、 姫野　カオルコ　　　　 カメラのきほん練習帳 松本　茜　　　　

十の輪をくぐる 辻堂　ゆめ　　　　 何がおかしい 佐藤　愛子　　　　

奈緒と磐音 佐伯　泰英　　　　 美麗島プリズム紀行 乃南　アサ　　　　

【えほん】 【おはなし】

ありがとうトワイライトエク

スプレス
かねづか　まこと

見た目レンタルショップ

化けの皮
石川　宏千花

カマキリのシャルロットとす

ずらんでんわ
香川　照之

かいけつゾロリきょうふのエ

イリアン
原　ゆたか

十二支のお雑煮 川端　誠 あしたのことば 森　絵都

ジョナスのかさ ジョシュ・クルート さかなにはなぜしたがない 神沢　利子

できるかな？ エリック・カール 日向丘中学校カウンセラー室 まはら　三桃　　　　

なんでもレストラン 鈴木　まもる イッカボッグ Ｊ．Ｋ．ローリング　　　　

ペーとぼく やづき　みちこ 【その他】

ピーターラビットのふるさと

をまもりたい
リンダ・エロビッツ・マーシャル

かいけつゾロリのまいにちお

もしろクイズ１年分
土門　トキオ

みそしるをつくる 高山　なおみ 妖怪最強王図鑑 多田　克己

おくのほそ道 松尾　芭蕉 地球・宇宙探検 吉川　真・監修

芭蕉さん 松尾　芭蕉・俳句 もしもトイレがなかったら 加藤　篤・監修　　　

この他にも新着図書はまだまだあります！ぜひ、図書館へお越しください！

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。

第 １ ９ ２ 号

令和 ２ 年 １２ 月 ２５ 日

休館日



《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

「龍神の子どもたち」 乾 ルカ・著 祥伝社 ２０２０年

現在の谷津流（やつりゅう）地区は、昔からの言い伝えを代々守ってきた

地元住人と開発の波に乗ってニュータウンに移り住んできた人たちが反目

しあっている状況です。地区にひとつしかない中学でも同様で、子どもた

ちもなにかと対立しています。夏休みの林間学校に参加した幸男たち９人

は、お互いを意識しあいながら夕食づくりなどのプログラムをこなしてい

きますが、その夜、宿舎が突然の土砂崩れに襲われ、大人たちがいなく

なってしまいます。生き延びるために暗闇を進む彼ら９人が頼りにしたの

は谷津流の白鷹御奉射（しろたかおびしゃ）祭りで歌われてきた歌でした。

彼らの成長と逞しさに生還を願ってページをめくる手が止められません。

生きていくうえで大切なことが問いかけられています。

図書館からのお願い

本が濡れないように図書館の本は

バッグか袋に入れて持ち歩くよう

お願いします。

足元にお気をつけてお越しくださ

い。

「私を月に連れてって」 鈴木 るりか・著 小学館 ２０２０年

著者の鈴木るりかさんは高校２年生です。中学２年生の誕生日に『さよなら

田中さん』でデビューして以来、毎年誕生月に１冊のペースで発表し、今年

は少し遅れましたが１１月に４作目が出版されました。前作の続編で、花実

は中学２年生になっています。一人の少女との出会いから思わぬ社会問題に

関わってしまったり、職場体験に行った先でお母さんの少女時代を知る人に

会ったりと今回の３編も日常の大きな事件からささやかな出来事まで笑って

驚かされて、ジーンとするお話です。小学生の時に担任だった木戸先生が

言っていた「食器棚の奥の骸骨」という言葉がまた重く心にかかってきまし

た。まだまだ事件が起こりそうで次回作が気になります。鈴木るりか作品を

読まれていない方は『さよなら田中さん』から読まれることをお勧めします。


